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年々、減少が確認されているハナシノブ（2008年夏）

■「第26回ナショナルトラスト全国大会in東京」報告

■2009年活動スケジュール

阿蘇花野協会は、本年、
５周年を迎えます。
会員の皆さま、これまでの
ご支援、ありがとうございました。
そして、これからも
よろしくお願いいたします。



1．阿蘇の花野
花野とは、広辞苑によると「花の咲いている秋の野辺」とされ、
ススキの穂がなびく草原に多様な植物達が咲き誇る世界です。
万葉の昔から和歌にも詠まれ、昭和40 年代頃までは全国各
地で見られました。阿蘇の花野は秋だけではなく季節を問わ
ず花盛りです。
春になるとキスミレや、草原を一面ブルーになるぐらいに彩
るハルリンドウ、草原の窪地や斜面にはミチノクフクジュソウ、
そして、サクラソウ、エヒメアヤメなどが咲きます。また、阿蘇
だけにしか生息しない蝶、オオルリシジミも乱舞します。
夏にはベニバナヤマシャクヤクやアソノコギリソウ、ヒメユ
リなどが咲きます。ヒメユリは、レッドデータブックによる
と25,000 分の1 の地形図の範囲内に100 本咲くところは
ないとされますが、トラスト地で数えたところ337本ありま
した。
秋は、夏目漱石が「行けど萩 ゆけどすすきの原広し」と詠ん
だススキ野原が広がります。この中には秋の七草であるカワ
ラナデシコやオミナエシ、キキョウ、他にもヒゴシオンや、熊
本県の花にもなっているリンドウが咲きます。
阿蘇の植物の特徴は、大陸系の遺存植物を数多く含むことで
す。中国大陸、朝鮮半島と共通な植物があり、今より冷涼で陸
続きであった氷河期に南下してきたと言われています。その
中で代表的なのが、ハナシノブです。国内では阿蘇だけに生育
し、学名にも「九州の」という名前がついています。その他にも、
ツクシマツモトやヤツシロソウ、ヒゴタイなどがあります。

2．危機に瀕する草原
(1)阿蘇の植物の現状
阿蘇の草原には600 種に及ぶ植物が生育しています。環境省
のレッドデータブックによれば、そのうち50 種類以上が絶
滅の危機に瀕しています。2007 年に改訂されたレッドリス
トでは、74 種類が記載されており、阿蘇は希少種のホットス
ポットとなっています。
環境省の阿蘇草原再生のホームページでは、阿蘇の希少な植
物として54 種類ほどあげられていますが、その中でハナシ
ノブが阿蘇を代表する植物です。ハナシノブは、最北端の礼文
島のレブンアツモリソウ、日本で二番目に高い北岳にあるキ

タダケソウに続き、種の保存法の特定国内希少野生動植物種
に指定されています。県の条例による指定種にもなっています。
スーパーコンピューターのシミュレーションによると、20 
年後に絶滅する確率は約90％となっています。まさに今、そ
のような状況でハナシノブは減っていっています。

　　　

(2)花野の消滅
阿蘇の植物が絶滅の危機に瀕しているのは、植物を育んでき
た花野が消滅しているからです。阿蘇の花野は、人々の営みと
自然との調和のもと成立していて、利用の違いで様々なタイ
プがあります。
牛や馬が放牧されている放牧地では、シバやネザサが優占し
ます。ハルリンドウ、オキナグサなどの丈の低い植物は見ら
れますが、ハナシノブなどの絶滅危惧種は牛や馬が食べてし
まうので生育できません。
茅野では、毎年、野焼きを行います。野焼きをすれば絶滅危惧
種は大丈夫かというと、そうではありません。昔は茅葺屋根
に必要で正月過ぎに刈り取っていました。そのため、ススキ
が栄養分を下にため込んでいて、非常に繁茂する状況になり
ます。野焼きだけを繰り返しているところでは、他のところよ
りススキが優占し、ススキ以外の植物は非常に少なくなりま
す。
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第26回ナショナルトラスト全国大会in東京
参加・発表報告 阿蘇花野協会理事　瀬井純雄

2008年10月18日、東京にて、（社）日本ナショナル・トラスト協会
主催による「第26回ナショナルトラスト全国大会」が開催されました。
本協会からは瀬井純雄理事が参加し、活動と成果を報告しました。
ここに再録し、本協会の意義を振り返りたいと思います。

よみがえったヒメユリの野

野焼き（昨年３月）



　採草地は、春から秋にかけて牛や馬の飼料として草が刈り
取られる場所です。こういった場所にハナシノブやツクシマ
ツモトなど、阿蘇特有の多様な草原植物が生育し、うまく管
理すると百花繚乱の花野になります。花野は草刈りや草集め
を繰り返し行い、適度にススキの生育を抑えることが必要に
なります。阿蘇では江戸時代から昭和にかけて、畑を耕すた
めに農家には役牛が必ず1 頭以上いました。その飼料として、
朝草刈りをした青草を食べさせ、秋になると刈り干し切りを
して草小積みをつくり、冬場の飼料として確保していました。
この採草の繰り返しにより花野は維持されてきました。

　ところが、昭和40 年代以降、農業の機械化や化学肥料の利
用、畜産業の低迷などにより草原の利用が行われなくなりま
した。また、過疎化、高齢化によって手入れをする人もいなく
なり、放棄される草原や、植林される草原が増えてきています。
草原を歩きながら減少状況を調べていますが、植林されたり
放棄されたりして、ここ10 年で草原は半減しています。この
ままの状況だと、あと10 年で草原はなくなってしまうこと
になります。

3．花野再生に向けた活動
　阿蘇の野の花の減少について何も進まない状況が続いて
いたため、私たちは非常に危機感を募らせ、「阿蘇花野再生プ
ロジェクト」を開始しました。「野の花が咲き誇る花野の再生
をめざして、ハナシノブ、ツクシマツモト、オオルリシジミな
ど阿蘇の生きものを未来に引き継ぐため、汗を流してすり傷
をつくり、土にまみれ行動する」というコンセプトのもと、野
の花にスポットを当てた活動をはじめました。未来に引き継
ぐ理想の姿は、昭和40 年代以前の草原に戻し、植え戻すこと
はせずに、草刈りをすることで草原生態系の回復を行ってい
くことです。

　これまでの活動としては、以前ハナシノブやヒメユリ、ヤ
ツシロソウ、ツクシトラノオがかつて自生していた草原の放
棄地約2.5ha を取得しました。背丈以上の灌木の中、ボラン
ティアで藪刈りをしていましたが、とても人の手では無理で、
野焼きをしました。野焼きは危険な作業であるため避けたか
ったのですが、地元の人の知恵を借りて行うことにしました。
灌木があるところに防火帯を作り、上の方から火を入れまし
た。火を入れるのにもいろいろな知恵があり、地元の人なし
ではとても行えない場所です。同意を得られずに野焼きをし
なかった場所と野焼きをした場所を比較すると、野焼きをし
なかったところは荒れた状態ですが、野焼きをしたところで
は綺麗なユウスゲが芽生え、草原が再生されました。しかし、
花はあまり見られませんでした。ヒメユリやツクシトラノオ
がぽつぽつと戻ってきたところです。
　2 年目は6ha の野焼きを行いました。野焼き後、見た目は
昨年と同じでしたが、近づいてみると多くのユウスゲやヒメ
ユリ、ノハナショウブが復活していました。地元の人から「昔
が蘇ったごたる」と熊本弁で言われました。
　その後は、草刈りや草集めを行っていますが、これが非常
に重労働です。野の花観察会も年３回行っています。また広
報を目的に、阿蘇くまもと空港で花野写真展も行っていまし
た。

４．課題と展望
　まず課題として、盗掘の危険があります。これに対しては
パトロールを行ったり、熊本県が全国に先駆けて制定した、
熊本県希少野生動植物の保護に関する条例を改正してもら
ったりしています。改正後の条例では、サクラソウを採ると
罰金100 万円などの罰則を設けています。
　それから、草刈り、草集めのためのボランティア確保や資
金確保といった課題があります。資金に関しては、ナショナル・
トラスト活動助成の第1 期助成が決定し、10ha の土地を購
入したところです。トラスト地は国のハナシノブ保護区、県の
保護区のすぐ近くに位置し、ハナシノブやツクシマツモト、
ヒメユリなどの復活の可能性が高い場所です。
　今後は草を資源として利用するシステムの構築や、人工林
からの草原再生、希少種の分布要因の解明を行っていきたい
と思っています。

今もつづけられている草小積みの風景

阿蘇花野協会による草刈り

ユウスゲ



本年の「野焼き」は、３月８日（日）の予定です！

ＮＰＯ法人

〒862-0912 熊本市錦ケ丘3番15号　TEL＆FAX  050-6620-8306

発行
「花野たより」は年４回発行していく予定です。会員の皆さま、
今後ともよろしくお願いいたします。編集部へのご意見・ご
要望、励ましなどはメールでよろしく。
　　　　　　　　　k.mori@airs.ne.jp（広報担当：森）

実施予定日　３月８日（日）　　
（予備日１５日（日）、２０日（金・春分の日）、２１日（土）、２２日（日））

※「野焼き」の参加には、保険が必要です。必ず、事前に「参加申し込み」をしてください。
※会員の皆さんには事前のお知らせをお送りし、参加者を確認した上で実施します。
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阿蘇野の花観察会　4月29日（水）　阿蘇杵島岳

会報誌「花野たより　Vol．16」発行

阿蘇野の花観察会　7月12日（日）　阿蘇花野トラスト：ヒメユリ

会報誌「花野たより　Vol．19」発行

2010年野焼き

阿蘇野の花観察会　8月9日（日）　俵山：秋の七草
会報誌「花野たより　Vol．17」発行

草刈り　10月11日（日）　予備日12日（月）、18日（日）
草集め　10月18日（日）　予備日25日（日）

会報誌「花野たより　Vol．18」発行
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2009年の活動スケジュール

阿蘇花野協会は、次のような団体からの寄付・助成金を受け、活動しています。


